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研究成果の概要（和文）：江戸時代の後期に来日したシーボルトは、7年間滞在した。シーボル

トは植物、動物、鉱物などの自然史試資料など、あらゆる情報や標本を収集した。シーボルト

コレクションは、このように、江戸時代の日本の文化、社会、環境などを物証できるただ一つ

残されたコレクションとなっている。本研究では、シーボルト鉱物標本に添付されているラベ

ル、またホフマンよる鉱物標本リスト、ビュルガー筆の日本鉱物誌の原稿などの存在を明らか

にして、それらの解析を行い、シーボルトの助手であったビュルガーのコレクション形成に果

たした役割を明らかにした。また、シーボルトの日本植物誌の元になった植物標本がミュンヘ

ンの州立植物標本館に収蔵されていることを明らかにした。 
研究成果の概要（英文）：Siebold visited Japan in the late Edo period and stayed for seven 
years. Siebold collected an enormous amount of natural specimens, such as mineralogical, 
botanical and zoological ones. The Siebold collection is an only one that can be evidence 
of the Edo period of Japanese culture, society, and the environment. In this project, 
we developed the labels attached to the minerral specimens, the mineral list by Hoffmann 
and the manuscript of ‘Minerals of Japan’by Bürger. We could clarify the contribution 
of Bürger, an assistant of Siebold, to the formation of Sielbold’s collection. We could 
also find the important Siebold’s botanical collection in Botanische Staatssammlung 
München, which had played main role for ‘Flora Japonica’by Siebold. 
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１．研究開始当初の背景 
シーボルトは江戸時代の後期、文政 6 年
（1823）に来日し、文政 12 年（1829）まで 7
年間滞在した。日本ではシーボルトは日本に
西洋医学を伝えたこと、禁制の地図を持ち出

し国外追放になったシーボルト事件のこと
などがよく知られている。しかし、江戸末期
から明治初期にかけて、本草学から近代的な
自然科学への転換に貢献したのはシーボル
トであった。シーボルトを日本に派遣したオ
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ランダ政府は、日本の植民地的研究をシーボ
ルトに命じ、法制、歴史、芸術、民俗などの
文化史的試資料や植物、動物、鉱物などの自
然史試資料、また気候、測地データなど、あ
らゆる情報や標本を収集させた。シーボルト
コレクションは、このように、江戸時代の日
本の文化、社会、環境などを物証できるただ
一つ残されたコレクションとなった。 
 シーボルトのコレクション形成はシーボ
ルト一人でなしえたものではない。コレクシ
ョン形成に重要な役割を果たしながら今ま
で注目されることのなかった人物にハイン
リヒ・ビュルガーがいる。本研究では、ビュ
ルガーに注目した。ビュルガーは、ドイツ・
ハーメルンに生まれ、ゲッティンゲン大学で
数学・天文学を学んだが、家庭の事情で退学
し、バタビアに渡って薬剤師として病院に勤
務していた。彼は、シーボルトの助手として
バタビアから日本に派遣され、江戸参府旅行
に参加し、鉱物の収集や測地、化学分析など
を担当した。ビュルガーは極めて有能であり、
シーボルト事件でシーボルトが日本を離れ
た後も、オランダの物品収集官として７年間
出島に留まり、多くの自然史標本をオランダ
に送り続けコレクションを充実させていっ
た。その標本の質は非常に高く、シーボルト
コレクションはビュルガー抜きには考えら
れない。ビュルガーのコレクションの質の高
さは、当時のオランダ王立自然史博物館長の
テミンクが賞賛するほどであった。現在、そ
のコレクションは主としてオランダ・ライデ
ンやドイツ・ミュンヘンに残されているが、
ビュルガーの生涯は、今までほとんど研究対
象になっておらず、その標本収集への貢献も
評価の対象にすらなっていない。 
 江戸時代は生物多様性が維持され、豊かな
自然が持続的な共生社会を可能にしていた。
本研究はビュルガーの貢献を正しく評価し、
シーボルトの自然史コレクションを通して、
彼の収集した高品質な自然史標本をもとに、
２１世紀に重要な共生社会のモデルとして
江戸期の自然の体系化を研究するものであ
る。 
 
２．研究の目的 
 シーボルト収集のコレクションとされる
標本の中に、ビュルガーの関係した標本が極
めて多数あり、しかもその標本の質が非常に
高い。動物標本、植物標本、鉱物標本の全て
のコレクションはビュルガーの貢献を抜き
にして語ることができないし、シーボルトの
描いていた江戸時代の自然の体系化はビュ
ルガーの収集した標本の視点でしか行うこ
とができない。そこで、ビュルガーの視点に
立ってライデンやミュンヘンに存在するシ
ーボルトの自然史コレクションを総合的に
活用し江戸期の自然の体系化を行うことが

本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 シーボルトの収集した標本や資料類はラ
イデンの国立自然史博物館、国立植物博物館、
国立民族博物館、各々の博物館の図書室及び
ライデン大学図書室、ミュンヘンの州立植物
博物館、ミュンヘン大学附属州立鉱物博物館、
州立民族博物館、ボーフム大学図書館などに
分散収蔵されている。これまでの調査研究で、
文書以外のライデンの自然史標本について
は、その概要を把握することができているた
めに、本研究では、その中からビュルガー収
集の標本を抽出し、分野を横断するデータベ
ースを作成する。ミュンヘンの標本について
は未調査であり、また、民俗標本として扱わ
れている標本群の中には自然史標本と考え
られるものがあり、これも未調査であった。
未調査の標本については、本研究で標本調査
を行い、ビュルガー収集の標本群の特定を行
い、データベースに加える。全ての標本を統
括するデータベースを構築しながら、関連す
る文書を解析しビュルガーの描いていた鉱
物誌、植物誌、動物誌の再現を試みて、ビュ
ルガーが「どこで、どのような標本」を収集
し、その標本に対してどのような評価を与え
たかを明らかにする。また、江戸時代の生物
の多様性と資源のリサイクルなどが実現し
ていた江戸期の共生社会の基盤になった自
然の体系化を行う。 
 
４．研究成果 

 1) ライデンの国立自然史博物館にはシー

ボルト鉱物コレクションとして 830個の標本

が収蔵されている。その標本には多種多様な

ラベルが添付されているが、そのラベルの筆

跡を調査・研究し、シーボルトおよびビュル

ガーの自筆のラベルを特定した。シーボルト

自筆のラベルを有する標本は 77 点。また、

ビュルガー自筆のラベルを有する標本は 69

点であった。さらに筆者が特定されていない

がシーボルトが加筆した標本ラベルを有す

る標本が 47 点であった。また、鉱物標本収

集に関与した人物として桂川甫賢筆と考え

られるラベルを特定した。以上の成果を東京

大学総合研究博物館のビュレティンに発表

した。 

2) ライデンの国立民族学博物館には、民族
学標本として収蔵されている自然史関連の
標本が多数存在する。そこで、ライデンの国
立民族学博物館のコレクション調査を行っ
た。その結果、民族博物館図書室からシーボ
ルト筆、セルリエ（民族学博物館学芸員・館
長）筆、および当時の輸入品基本台帳を解読
し、収蔵されている 188 点の生薬標本を同



 

 

定・記載した。また江戸時代の 20 点の合金
標本を発掘し、記載した。さらに、当初は民
族学標本として収蔵され、後に自然史標本と
して自然史博物館に移管された 33 点の鉱物
標本を記載した。 

以上の成果を東京大学総合研究博物館ビュ

レティン、および FUSUS に公表した。また、

生薬の原材料のうちの植物素材は、国立植物

標本館に収蔵されていることが明らかにな

り、標本の調査を行った。 

3)ドイツ・ボーフム大学には、シーボルトに

関する重要な文書が多数収蔵されている。そ

の中にビュルガー筆の「日本鉱物誌」の原稿、

日本の地質・地理、温泉水の化学分析、日本

の鉱山、日本の鉱物学の現状、銅の精錬など

についての文書を発見し、その英訳をおこな

った。同時に、ビュルガーの地質学・鉱物学

のバックグランドを研究し、当時、学会を二

分して激しい議論が行われていた地球の岩

石の生成に関する水性論と火成論の影響に

よって、ビュルガーは水性論の提案者であっ

たフライベルグ高山専門学校教授のヴェル

ナーの著書によって地質鉱物学を学んだこ

とを明らかにした。その結果、ビュルガーが

書いた「日本鉱物誌」の原稿では、日本の地

質が水性論で記述されていることを明らか

にした。また、ビュルガーがシーボルトに伴

って江戸参府を行って、その知見に基づいて

日本の地質を記述しているが、彼らのルート

が主として花崗岩地域に限定された結果、日

本の地質を正しく記述できなかったことを

明らかにした。これらの研究成果を、国際シ

ーボルト学会で講演した。 

4) ドイツ・ボーフム大学の文書の中に、鉱

物標本リストを発見し、その筆跡を解読した

結果、オランダにおけるシーボルトの協力者

で、後のライデン大学初代日本語教授となっ

たホフマンの自筆によるものであることを

明らかにした。ライデン自然史博物館の標本

とホフマンのリストを対比して、1)に述べた

筆者未同定のラベルは、ホフマンの記載をそ

のままコピーしたことを初めて明らかにし

た。その結果、ビュルガーが未発見の標本台

帳を準備していた可能性が高いこと、ホフマ

ンがビュルガーの台帳に基づいてリストを

作ったことなどを明らかにした。また、未発

見の鉱物標本が 300 点以上あることを初めて

明らかにした。これらの成果について、国際

シーボルト学会で講演した。また、ボーフム

大学の Jahrbuch に公開予定である。 

5) ミュンヘンの州立植物標本館に、シーボ

ルトがツッカリーニの協力を得て出版した

「フロラヤポニカ」に使われた植物標本が収

蔵されていることを初めて発見し、その成果

の一部を公表した。 

6) シーボルトの植物標本と鉱物標本につい
ての、本研究の成果を、広く一般社会に広め
るために「シーボルト博物学 —石と植物の
物語」として出版した。 
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